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6/21　喜茂別保育所運動会
　喜茂別保育所で第67回運動会が盛大に開催されました。園児たちは、かけっ
こやお遊戯などの様々な種目に全力で取り組み、そのひたむきな姿に会場から
は温かい声援が送られていました。



　喜
茂
別
町
で
は
、様
々
な
国
や
地
域
か
ら
来
た
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。令
和

7
年
度
町
政
執
行
方
針
で
は
、「
多
様
な
個
性
や
文
化
を
認
め
合
い
、男
女
が
平
等

に
参
画
し
、能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
」を
町
民
と
築
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。で
は
、「
多
文
化
共
生
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　「
多
文
化
共
生
」と
は
、異
な
る
国
籍
や
文
化
を
持

つ
人
々
が
、お
互
い
の
文
化
や
習
慣
を
尊
重
し
、理
解

し
合
い
な
が
ら
、地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
共
に
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
で
す
。単
に
外
国
人
を
受
け
入
れ

る
だ
け
で
な
く
、私
た
ち
が
暮
ら
す
喜
茂
別
町
が
、多

様
な
文
化
を
持
つ
人
々
に
と
っ
て
、よ
り
暮
ら
し
や

す
く
、安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
に
な
る
よ
う
、共
に

考
え
、行
動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

﹁
多
文
化
共
生
﹂っ
て
︑ど
ん
な
こ
と
？

　
町
は
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、役
場
窓

口
の
外
国
語
対
応
を
強
化
し
て
い
ま
す
。翻
訳
機
を

活
用
し
、英
語
、中
国
語
な
ど
多
言
語
で
の
対
応
が
可

能
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、外
国
人
住
民
が
安
心
し
て
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、地
域
社
会
へ
円
滑
に
定
着

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

町
の
取
り
組
み

　
多
文
化
共
生
は
、行
政
だ

け
で
な
く
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
取
り
組
み
が
重
要
で

す
。 

地
域
の
お
祭
り
に
外
国

人
住
民
を
誘
っ
た
り
、困
っ

て
い
る
人
に
声
を
か
け
た

り
、異
文
化
を
学
ぶ
姿
勢
を

持
つ
こ
と
な
ど
が
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
で
す
。

地
域
で
で
き
る
こ
と
︑考
え
て
み
よ
う
！

①
町
の
活
力
を
生
み
出
す

　
多
様
な
背
景
を
持
つ
人
々
が
町
に
暮
ら
す
こ
と

で
、新
た
な
視
点
や
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
育
む

　
国
際
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、身
近
な
地
域
で
異

な
る
文
化
に
触
れ
る
こ
と
は
、私
た
ち
自
身
の
視
野

を
広
げ
、国
際
感
覚
を
養
う
機
会
と
な
り
ま
す
。

③
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
町
へ

　
言
葉
や
文
化
の
壁
が
あ
っ
て

も
、誰
も
が
安
心
し
て
地
域
活

動
に
参
加
し
、能
力
を
発
揮
で

き
る
喜
茂
別
町
は
、私
た
ち
み
ん

な
に
と
っ
て
豊
か
な
町
で
す
。

な
ぜ
今
︑多
文
化
共
生
が
大
切
な
の
？

多
文
化
共
生
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

～
共
に
生
き
る
喜
茂
別
の
未
来
～

　
喜
茂
別
町
で
特
定
技
能
外
国

人
材
と
し
て
働
く
ア
ル
フ
ィ
ン

さ
ん
は
、来
日
し
て
2
年
目
。長

野
、千
葉
を
経
て
喜
茂
別
に
は

2
ヶ
月
前
に
来
て
就
労
し
て
い

ま
す
。初
め
て
日
本
の
雪
を
見
た

時
は
大
変
驚
い
た
そ
う
で
す
。来

日
前
か
ら
日
本
語
を
学
び
、日
本

の
ア
ニ
メ「
N
A
R
U
T
O -

ナ

ル
ト-

」が
好
き
だ
そ
う
で
す
。

　
将
来
の
夢
は
、故
郷
で
野
菜
な

ど
を
売
る
お
店
を
開
く
こ
と
。イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
た
め
豚
肉
は
食

べ
ず
、自
炊
で
故
郷
の
味
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

喜 茂 別 町 で 暮 ら す 私 の 声  
～ 異 文 化 交 流 が 育 む 豊 か な 町 へ ～

喜茂別町で生活する
外国人住民の方々に
お話を伺いました

デンディ　ペルマナ　サクティさん
（デンちゃん） 
インドネシア・ジャワ島出身

アルフィン・ドウィ・アウレラ
さん

（アルちゃん）

インドネシア・ジャワ島出身

　
デ
ン
デ
ィ
さ
ん
は
、来
日
し

て
約
1
年
。熊
本
で
の
生
活
を

経
て
、2
ヶ
月
前
に
喜
茂
別
へ

来
ま
し
た
。来
日
前
に
は
日
本

語
学
校
で
熱
心
に
勉
強
し
、日

本
で
の
生
活
に
備
え
て
き
ま

し
た
。将
来
の
夢
は
、故
郷
で

果
物
な
ど
を
販
売
す
る
自
分

の
お
店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

　
喜
茂
別
の
生
活
に
も
少
し

ず
つ
慣
れ
、地
域
に
新
し
い
風

を
吹
き
込
ん
で
く
れ
て
い
ま

す
。

ジョンソン・ヘンリー・ロバ
ートニコ

ラスさん、由佳さん夫妻
ゆ か

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
ヘ
ン

リ
ー
さ
ん
は
2
0
1
6
年
に
来
日
し
、日

本
の
魅
力
に
惹
か
れ
定
住
。2
0
1
9
年

か
ら
喜
茂
別
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
福
岡
出
身
の
由
佳
さ
ん
は
海
外
生
活

が
長
く
、英
語
、中
国
語
、フ
ラ
ン
ス
語
が

堪
能
。倶
知
安
町
で
ヘ
ン
リ
ー
さ
ん
と
出

会
い
、結
婚
を
機
に
喜
茂
別
へ
移
住
し

「
通
過
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、滞
在
し
て

も
ら
え
る
町
に
」と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ヘ
ン
リ
ー
さ
ん
は「
今
も
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
の
連
続
で
楽
し
い
」と
語
り
、

特
に
F
A
X
や
印
鑑
な
ど
日
本
の
ア
ナ

ロ
グ
文
化
に
驚
い
た
そ
う
。行
政
手
続
き

の
不
便
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、町
の
人
々
か

ら
の
挨
拶
が
増
え
、「
喜
茂
別
の
一
員
に

な
れ
た
」と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　「
外
国
人
や
タ
ト
ゥ
ー
に
怖
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、私
た
ち

は
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
」と
笑
顔
で
語
る
ご

夫
妻
は
、国
際
的
な
視
点
か
ら
喜
茂
別
町

に
新
た
な
魅
力
を
加
え
て
い
ま
す
。

多文化共生は、
みんなの町の未来
　今回の特集で、多文化
共生への理解が深まった
でしょうか。町が国籍や
文化を問わず、誰もが自
分らしく暮らせる場所に
なるよう、私たち一人ひ
とりが考え、行動するこ
とが大切です。

【この記事のお問い合わせ先】

まちづくり振興課
まちづくり振興係
電話：33-2211
 Ｉ Ｐ ：33-5005

国際色
豊か！

特定
技能外

国

人材と
して

活躍！
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　今年度のスマイルセンターニュースでは、生活習慣病に関する情報
として、病気の発症から進行の過程、他の病気との関わりなどをお伝
えしてきました。こうした病気への予防策として健診は大切です。
　町では、下記のとおり集団健診を実施しますので、未受診の方はぜひこの機会をご利用ください。

【きもべつはつらつ健診】 【なぜ健診は大切なの？】

2025. 6月▶7月2025. 6月▶7月

国税電子申告・納税システム（e-Tax）
による確定申告推進に寄与

札幌国税局より感謝状授与

2025 しりべし 結愛フェア in きもべつ

66//1717

6月25日は625の日
ム ジ コ

無事故の日　街頭啓発66//2121
　交通安全母の会が「交通安全は家庭から」の横断幕を
掲げ、郷の駅で来店客にチラシを配布し、交通安全を呼び
かけました。

　総合防災訓練の一環で、鈴川基幹集落センターから喜
茂別中学校へ、自衛隊車両による緊急輸送訓練を実施し
ました。この他にも個別避難訓練、NTT東日本株式会社に
よる安否確認サービス電話体験訓練、河川の水位上昇を
想定した吉田地先樋管の閉鎖、排水処置などの実動訓練
や役場庁舎停電時の応急復旧訓練を実施し、多くの手順
を確認しました。

災害時を想定し連携訓練
令和7年度総合防災訓練66//2424

77//44
　「社会を明るくする運動」キャラバンが役場を訪問しま
した。犯罪や非行防止、罪を犯した人々の更生への理解促
進を訴え、犯罪のない地域社会の実現を願うメッセージを
伝えました。

　犯罪や非行のない地域社会へ
社会を明るくする運動

　後志の特産品が大集結
　町内や後志の多彩な特産品
が並び、会場は多くの来場者で
賑わいました。旬の味覚や魅力
的な品々を求めて、皆さん買い
物や飲食を存分に楽しんでい
ました。

　町は、国税電子申告・納税システム（e-Tax）を利用した
確定申告の推進を通じて、住民サービスの向上と行政の
効率化に貢献したことにより、札幌国税局から感謝状が授
与されました。

健（検）診、受けましたか？

　ハチマル体操とは喜茂別町が提供している介護予防事業です。８０歳を迎えても、元気に自分らしく過ごせる
ことを目標に取り組んでいます。リハビリ専門の資格と知識をもつ講師たちが、今の状態に合わせた運動を楽
しく指導してくれます。簡単な動きなので、ご自宅で継続しやすいのも魅力です。
　自分の足で歩き続けたい！畑仕事を続けたい！最近不調を感じている、運
動不足を解消したい…などなど、目標やお悩みがある方はぜひ一度ハチマ
ル体操に来てみませんか？

　喜茂別町にお住まいの方はどなたでもご利用いただけます。
　ご予約は不要です。ご友人・ご家族お誘い合わせのうえ、お気軽にお越し
ください。
　ご不明な点があれば下記までお問い合わせください。

　健診は、病気の予防・早期発見・早期治療に
つながる重要な機会です。高血圧や糖尿病、
がんなどは初期には自覚症状のないものも多
く、健診で異常に気づくこともあります。
　また、自身の体の状態を確認することで、生
活習慣を見直すきっかけにもなります。健診
を受けることは、将来の健康への投資です。家
族のためにも、ご自身のためにも、年に一度の
健診を忘れずに受けましょう。

健診だけではなく、健康に不安
のある方には個別の健康相談も
実施しています。
ご希望の方は、
下記までお気軽に
ご連絡ください。

ふれあい福祉センター　集会室
①１０：１５～１１：４５　②１３：００～１４：１５　③１４：３０～１５：３０
毎週月曜日・木曜日　（月２回オンライン開催）
※必要に応じて、タオル・飲み物をご持参ください。

来てみませんか？ハチマル体操

【お問い合わせ先】　元気応援課健康づくり係　電話（ＩＰ）：５５-５101

【お問い合わせ先】　元気応援課福祉係　電話（ＩＰ）：55-5101

曜　日

時　間

場　所

１０月７日（火）、８日（水）、９日（木）
健康増進センター
特定健診／基本健診
がん検診（肺・大腸・胃ほか）
9月4日（木）まで申込期限

検査内容

場　　所

実 施 日

【女性の総合健診】
１１月７日（金）
健康増進センター
特定健診／基本健診
がん検診（肺・大腸・胃・子宮・乳ほか）
10月7日（火）まで申込期限

検査内容

場　　所

実 施 日

10月

11月
子宮がん・乳
がん検診も
一緒に受け
られます！
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拡
充「
１８
歳
到
達
後
の      

    

年
度
末
ま
で
」の
お
子
さ
ん
の
い
る
世
帯

■
利
用
方
法

　
協
賛
店
舗
で
特
典
カ
ー
ド
を
提
示
し
ま
す
。

　
※
既
存
の
カ
ー
ド
も
引
き
続
き
利
用
可
能

　
で
す
。

　
※
新
た
に
特
典
カ
ー
ド
を
希
望
す
る
方
は
、

　
お
子
さ
ん
の
年
齢
が
分
か
る
も
の（
健
康

　
保
険
証
等
）を
持
参
の
上
、ふ
れ
あ
い
福

　
令
和
7
年
8
月
の
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

第
2
期
の
納
入
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
方（
特
別
徴
収
）

に
関
し
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

■
納
入
期
限
　
8
月
25
日（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
応
援
課
福
祉
係

　
電
話
・
I
P
番
号
　
5
5
‐
5
1
0
1

　
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
電
話
　
5
5
‐
8
0
1
3

　
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
不
法
占
拠
さ
れ
て
い
る
北

方
四
島（
歯
舞
群
島
、色
丹
島
、国
後
島
、択
捉

島
）の
早
期
返
還
の
実
現
は
、道
民
は
も
と
よ
り

国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。国
民
一
人
ひ

と
り
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、国

民
世
論
を
盛
り
上
げ
、政
府
の
外
交
交
渉
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
喜
茂
別
町
で
は
、北
方
領
土
返
還
運
動
強
調

月
間
に
合
わ
せ
役
場
正
面
玄
関
入
口
横
に「
北

方
領
土
返
還
要
求
署
名
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
、来
庁
時
に
は
ぜ
ひ
署
名
活

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
令
和
7
年
8
月
の
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

第
2
期
の
納
入
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
方（
特
別
徴
収
）

に
関
し
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

■
納
入
期
限
　
8
月
25
日（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
応
援
課
福
祉
係

　
電
話
・
I
P
番
号
　
5
5
‐
5
1
0
1

　
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
電
話
　
5
5
‐
8
0
1
3

　
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
不
法
占
拠
さ
れ
て
い
る
北

方
四
島（
歯
舞
群
島
、色
丹
島
、国
後
島
、択
捉

島
）の
早
期
返
還
の
実
現
は
、道
民
は
も
と
よ
り

国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。国
民
一
人
ひ

と
り
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、国

民
世
論
を
盛
り
上
げ
、政
府
の
外
交
交
渉
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
喜
茂
別
町
で
は
、北
方
領
土
返
還
運
動
強
調

月
間
に
合
わ
せ
役
場
正
面
玄
関
入
口
横
に「
北

方
領
土
返
還
要
求
署
名
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
、来
庁
時
に
は
ぜ
ひ
署
名
活

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

納
入
期
限
の
お
知
ら
せ

令
和
7
年
国
勢
調
査
を

実
施
し
ま
す

ど
さ
ん
こ
・
子
育
て

特
典
制
度

第
４２
回
　
共
和
か
か
し
祭

『
か
か
し
』大
募
集

８
月
は「
北
方
領
土
返
還

運
動
強
調
月
間
」で
す

　
の
入
賞
者
の
方
か
ら
抽
選
で
豪
華
賞
品
が

あ
た
る
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。入
賞
者

は
祭
当
日
の
10
時
30
分
頃
よ
り
抽
選
を
行

い
当
選
者
を
発
表
し
ま
す
の
で
、 

ス
テ
ー

ジ
付
近
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
共
和
か
か
し
祭
実
行
委
員
会
　

　（
事
務
局
：
共
和
町
役
場
産
業
課
商
工
観
光
室

　
商
工
観
光
係
）

　
電
話
　
0
1
3
5
‐
6
7
‐
8
7
7
8

　
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、嫌
が
ら
せ
、差

別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

■
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
相
談
専
用
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

　
電
話
　
0
1
2
0
‐
7
7
1
‐
2
0
8

■
受
付
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　（
※
祝
日
、12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
）

■
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
相
談
無
料
　
●
匿
名
可
　
●
秘
密
厳
守

公
益
財
団
法
人
　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
1
0
5
‐
0
0
1
2

東
京
都
港
区
芝
大
門
2
‐
10
‐
12
　

K
D
X
芝
大
門
ビ
ル
4
階

◆
本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推

進
セ
ン
タ
ー
が
、厚
生
労
働
省
生
活
相
談
充

実
事
業
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
の
入
賞
者
の
方
か
ら
抽
選
で
豪
華
賞
品
が

あ
た
る
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。入
賞
者

は
祭
当
日
の
10
時
30
分
頃
よ
り
抽
選
を
行

い
当
選
者
を
発
表
し
ま
す
の
で
、 

ス
テ
ー

ジ
付
近
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
共
和
か
か
し
祭
実
行
委
員
会
　

　（
事
務
局
：
共
和
町
役
場
産
業
課
商
工
観
光
室

　
商
工
観
光
係
）

　
電
話
　
0
1
3
5
‐
6
7
‐
8
7
7
8

　
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、嫌
が
ら
せ
、差

別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

■
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
相
談
専
用
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

　
電
話
　
0
1
2
0
‐
7
7
1
‐
2
0
8

■
受
付
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　（
※
祝
日
、12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
）

■
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
相
談
無
料
　
●
匿
名
可
　
●
秘
密
厳
守

公
益
財
団
法
人
　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
1
0
5
‐
0
0
1
2

東
京
都
港
区
芝
大
門
2
‐
10
‐
12
　

K
D
X
芝
大
門
ビ
ル
4
階

◆
本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推

進
セ
ン
タ
ー
が
、厚
生
労
働
省
生
活
相
談
充

実
事
業
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

【元気応援課】
【子育て支援センター】

【教育委員会】

　喜茂別町の自然を活かした新たな魅力づくりとして、キャンプ場「市ケ原
パークキャンプサイト」の運営を始めました。地域おこし協力隊として活動
する中で企画・整備から運営までを手がけ、誰でも気軽にアウトドアを楽し
める場所を目指しています。今後も地域と連携しながら、観光や交流の場
として育てていきます。

● 地域おこし協力隊● 地域おこし協力隊 髙橋 理矩さん
たか はし り く

地域とともに育む、アウトドアの拠点へ！地域とともに育む、アウトドアの拠点へ！

　このたび、元気応援課、子育て支援センター、教育委員会は、8月4日（月）より新しい拠点へ移転し、業
務を開始しました。
　子育て世代の町民の皆様をサポートする機能を一箇所に集約し、関係部署間の連携をより強化する
ことで、町民の皆さまへのサービス向上を目指してまいります。

移転しました

喜茂別町喜茂別１５－１
ふれあい福祉センター

移 転 先

電話（ＩＰ）番号　55-5101
　　  FAX番号　33-3000

（健康づくり係　福祉係　子育て支援センター　全て共通の番号になります）

喜茂別町喜茂別１３番地
健康増進センター　２階
（スマイルセンター）

移 転 先

電話番号　33-2203
ＩＰ 番号　33-5100
FAX番号　33-2889
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お
知
ら
せ

　
　
祉
セ
ン
タ
ー
内
元
気
応
援
課
へ
お
越
し

　
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
北
海
道
保
健
福
祉
部
子
ど
も
政
策
局
子
ど
も

政
策
企
画
課

　
電
話
　
０
１
１
‐
２
０
６
‐
６
３
０
９

■
イ
ベ
ン
ト
期
間
　

　
令
和
7
年
8
月
24
日（
日
）

■
会
場
　

　
共
和
町
憩
い
の
広
場（
共
和
町
役
場
庁
舎
裏
）

■
出
展
規
定

①
製
作
料
〜
作
品
1
体
に
つ
き
、3
0
0
0

円
を
補
助
し
ま
す
。

②
受
付
〜
8
月
23
日（
土
）午
前
9
時
〜
正
午

（
共
和
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　
注
）出
品
し
た
作
品
は
8
月
25
日（
月
）正
午

ま
で
に
引
取
願
い
ま
す
。

③
出
品
基
準
〜
ア
イ
デ
ア
・
ユ
ー
モ
ア
に
と
ん

だ
伝
統
・
現
代
・
動
く
も
の
な
ど
、か
か
し

祭
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
ま
す
。

④
審
査

　
8
月
２３
日（
土
）午
後
1
時
か
ら
審
査
委
員

会
を
開
催
し
各
賞
を
決
定
し
ま
す
。

　
賞
金
に
つ
い
て
は
祭
当
日
の
10
時
15
分
頃
、

本
部
テ
ン
ト
横
で
お
渡
し
し
ま
す
。

⑤
部
門
、各
賞

　
部
門
　
　

　
一
般
団
体
の
部
、一
般
個
人
の
部
、少
年
少
女

の
部
、広
告
の
部

　
各
賞
　
　

　
グ
ラ
ン
プ
リ
、特
選
、準
特
選
、入
選
な
ど

　（
1
0
0
0
円
〜
5
0
0
0
0
円
）

⑥
抽
選
会

　
共
和
町
合
併
70
周
年
を
記
念
し
、入
選
以
上

　
　
祉
セ
ン
タ
ー
内
元
気
応
援
課
へ
お
越
し

　
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
北
海
道
保
健
福
祉
部
子
ど
も
政
策
局
子
ど
も

政
策
企
画
課

　
電
話
　
０
１
１
‐
２
０
６
‐
６
３
０
９

■
イ
ベ
ン
ト
期
間
　

　
令
和
7
年
8
月
24
日（
日
）

■
会
場
　

　
共
和
町
憩
い
の
広
場（
共
和
町
役
場
庁
舎
裏
）

■
出
展
規
定

①
製
作
料
〜
作
品
1
体
に
つ
き
、3
0
0
0

円
を
補
助
し
ま
す
。

②
受
付
〜
8
月
23
日（
土
）午
前
9
時
〜
正
午

（
共
和
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　
注
）出
品
し
た
作
品
は
8
月
25
日（
月
）正
午

ま
で
に
引
取
願
い
ま
す
。

③
出
品
基
準
〜
ア
イ
デ
ア
・
ユ
ー
モ
ア
に
と
ん

だ
伝
統
・
現
代
・
動
く
も
の
な
ど
、か
か
し

祭
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
ま
す
。

④
審
査

　
8
月
２３
日（
土
）午
後
1
時
か
ら
審
査
委
員

会
を
開
催
し
各
賞
を
決
定
し
ま
す
。

　
賞
金
に
つ
い
て
は
祭
当
日
の
10
時
15
分
頃
、

本
部
テ
ン
ト
横
で
お
渡
し
し
ま
す
。

⑤
部
門
、各
賞

　
部
門
　
　

　
一
般
団
体
の
部
、一
般
個
人
の
部
、少
年
少
女

の
部
、広
告
の
部

　
各
賞
　
　

　
グ
ラ
ン
プ
リ
、特
選
、準
特
選
、入
選
な
ど

　（
1
0
0
0
円
〜
5
0
0
0
0
円
）

⑥
抽
選
会

　
共
和
町
合
併
70
周
年
を
記
念
し
、入
選
以
上

　
国
勢
調
査
は
、令
和
7
年
10
月
1
日
現
在
、日

本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
と
世
帯
が
対
象

で
す
。9
月
下
旬
頃
か
ら
、調
査
員
が
み
な
さ
ま

の
お
宅
を
訪
問
し
、調
査
書
類
を
お
配
り
し
ま

す
。回
答
は
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
か
ん
た

ん
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で（
郵
送
も
可
能
）

お
願
い
し
ま
す
。ス
マ
ホ
か
ら
の
回
答
は
、Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
簡
単
に
ロ
グ
イ
ン

で
き
ま
す
。Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド（
ア
ク
セ
ス

キ
ー
）の
入
力
は
不
要
で
す
。国
勢
調
査
の
結
果

は
、国
や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
は
な
く
子
育

て
支
援
へ
の
利
用
、防
災
対
策
へ
の
利
用
、企
業

等
で
の
利
用
な
ど
、わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
暮

ら
し
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課

　
I
P
番
号
　
3
3
‐
5
0
0
5

　
道
で
は
、子
育
て
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
の

推
進
の
た
め
、協
賛
店
舗
で
特
典
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

　
・
道
内
在
住
の
妊
娠
中
の
方

　
・
令
和
７
年
７
月
〜
拡
充「
１８
歳
到
達
後
の      

    

年
度
末
ま
で
」の
お
子
さ
ん
の
い
る
世
帯

■
利
用
方
法

　
協
賛
店
舗
で
特
典
カ
ー
ド
を
提
示
し
ま
す
。

　
※
既
存
の
カ
ー
ド
も
引
き
続
き
利
用
可
能

　
で
す
。

　
※
新
た
に
特
典
カ
ー
ド
を
希
望
す
る
方
は
、

　
お
子
さ
ん
の
年
齢
が
分
か
る
も
の（
健
康

　
保
険
証
等
）を
持
参
の
上
、ふ
れ
あ
い
福

　
国
勢
調
査
は
、令
和
7
年
10
月
1
日
現
在
、日

本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
と
世
帯
が
対
象

で
す
。9
月
下
旬
頃
か
ら
、調
査
員
が
み
な
さ
ま

の
お
宅
を
訪
問
し
、調
査
書
類
を
お
配
り
し
ま

す
。回
答
は
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
か
ん
た

ん
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で（
郵
送
も
可
能
）

お
願
い
し
ま
す
。ス
マ
ホ
か
ら
の
回
答
は
、Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
簡
単
に
ロ
グ
イ
ン

で
き
ま
す
。Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド（
ア
ク
セ
ス

キ
ー
）の
入
力
は
不
要
で
す
。国
勢
調
査
の
結
果

は
、国
や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
は
な
く
子
育

て
支
援
へ
の
利
用
、防
災
対
策
へ
の
利
用
、企
業

等
で
の
利
用
な
ど
、わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
暮

ら
し
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課

　
I
P
番
号
　
3
3
‐
5
0
0
5

　
道
で
は
、子
育
て
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
の

推
進
の
た
め
、協
賛
店
舗
で
特
典
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

　
・
道
内
在
住
の
妊
娠
中
の
方

　
・
令
和
７
年
７
月
〜
拡
充「
１８
歳
到
達
後
の      

    

年
度
末
ま
で
」の
お
子
さ
ん
の
い
る
世
帯

■
利
用
方
法

　
協
賛
店
舗
で
特
典
カ
ー
ド
を
提
示
し
ま
す
。

　
※
既
存
の
カ
ー
ド
も
引
き
続
き
利
用
可
能

　
で
す
。

　
※
新
た
に
特
典
カ
ー
ド
を
希
望
す
る
方
は
、

　
お
子
さ
ん
の
年
齢
が
分
か
る
も
の（
健
康

　
保
険
証
等
）を
持
参
の
上
、ふ
れ
あ
い
福

　
令
和
7
年
8
月
の
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

第
2
期
の
納
入
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
方（
特
別
徴
収
）

に
関
し
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

■
納
入
期
限
　
8
月
25
日（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
応
援
課
福
祉
係

　
電
話
・
I
P
番
号
　
5
5
‐
5
1
0
1

　
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　
電
話
　
5
5
‐
8
0
1
3

　
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
不
法
占
拠
さ
れ
て
い
る
北

方
四
島（
歯
舞
群
島
、色
丹
島
、国
後
島
、択
捉

島
）の
早
期
返
還
の
実
現
は
、道
民
は
も
と
よ
り

国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。国
民
一
人
ひ

と
り
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、国

民
世
論
を
盛
り
上
げ
、政
府
の
外
交
交
渉
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
喜
茂
別
町
で
は
、北
方
領
土
返
還
運
動
強
調

月
間
に
合
わ
せ
役
場
正
面
玄
関
入
口
横
に「
北

方
領
土
返
還
要
求
署
名
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
、来
庁
時
に
は
ぜ
ひ
署
名
活

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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介
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保
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四
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歯
舞
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島
、色
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島
、国
後
島
、択
捉

島
）の
早
期
返
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の
実
現
は
、道
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も
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よ
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国
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の
長
年
に
わ
た
る
悲
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で
す
。国
民
一
人
ひ

と
り
が
こ
の
問
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に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、国

民
世
論
を
盛
り
上
げ
、政
府
の
外
交
交
渉
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
喜
茂
別
町
で
は
、北
方
領
土
返
還
運
動
強
調

月
間
に
合
わ
せ
役
場
正
面
玄
関
入
口
横
に「
北

方
領
土
返
還
要
求
署
名
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
、来
庁
時
に
は
ぜ
ひ
署
名
活

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

納
入
期
限
の
お
知
ら
せ

令
和
7
年
国
勢
調
査
を

実
施
し
ま
す

ど
さ
ん
こ
・
子
育
て

特
典
制
度

第
４２
回
　
共
和
か
か
し
祭

『
か
か
し
』大
募
集

８
月
は「
北
方
領
土
返
還

運
動
強
調
月
間
」で
す

　
の
入
賞
者
の
方
か
ら
抽
選
で
豪
華
賞
品
が

あ
た
る
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。入
賞
者

は
祭
当
日
の
10
時
30
分
頃
よ
り
抽
選
を
行

い
当
選
者
を
発
表
し
ま
す
の
で
、 

ス
テ
ー

ジ
付
近
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
共
和
か
か
し
祭
実
行
委
員
会
　

　（
事
務
局
：
共
和
町
役
場
産
業
課
商
工
観
光
室

　
商
工
観
光
係
）

　
電
話
　
0
1
3
5
‐
6
7
‐
8
7
7
8

　
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、嫌
が
ら
せ
、差

別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

■
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
相
談
専
用
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

　
電
話
　
0
1
2
0
‐
7
7
1
‐
2
0
8

■
受
付
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　（
※
祝
日
、12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
）

■
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
相
談
無
料
　
●
匿
名
可
　
●
秘
密
厳
守

公
益
財
団
法
人
　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
1
0
5
‐
0
0
1
2

東
京
都
港
区
芝
大
門
2
‐
10
‐
12
　

K
D
X
芝
大
門
ビ
ル
4
階

◆
本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推

進
セ
ン
タ
ー
が
、厚
生
労
働
省
生
活
相
談
充

実
事
業
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
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曜
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曜
日
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日
、12
月
29
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〜
1
月
3
日
を
除
く
）

■
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
相
談
無
料
　
●
匿
名
可
　
●
秘
密
厳
守

公
益
財
団
法
人
　

人
権
教
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啓
発
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進
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1
0
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東
京
都
港
区
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大
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2
‐
10
‐
12
　

K
D
X
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大
門
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ル
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◆
本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推

進
セ
ン
タ
ー
が
、厚
生
労
働
省
生
活
相
談
充

実
事
業
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

【元気応援課】
【子育て支援センター】

【教育委員会】

　喜茂別町の自然を活かした新たな魅力づくりとして、キャンプ場「市ケ原
パークキャンプサイト」の運営を始めました。地域おこし協力隊として活動
する中で企画・整備から運営までを手がけ、誰でも気軽にアウトドアを楽し
める場所を目指しています。今後も地域と連携しながら、観光や交流の場
として育てていきます。

● 地域おこし協力隊● 地域おこし協力隊 髙橋 理矩さん
たか はし り く

地域とともに育む、アウトドアの拠点へ！地域とともに育む、アウトドアの拠点へ！

　このたび、元気応援課、子育て支援センター、教育委員会は、8月4日（月）より新しい拠点へ移転し、業
務を開始しました。
　子育て世代の町民の皆様をサポートする機能を一箇所に集約し、関係部署間の連携をより強化する
ことで、町民の皆さまへのサービス向上を目指してまいります。

移転しました

喜茂別町喜茂別１５－１
ふれあい福祉センター

移 転 先

電話（ＩＰ）番号　55-5101
　　  FAX番号　33-3000

（健康づくり係　福祉係　子育て支援センター　全て共通の番号になります）

喜茂別町喜茂別１３番地
健康増進センター　２階
（スマイルセンター）

移 転 先

電話番号　33-2203
ＩＰ 番号　33-5100
FAX番号　33-2889
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人口と世帯人口と世帯

世帯数

うち外国人住民

人口 男
女

+
+

人）
人）

28
2

（前月比
（　〃

+
+
+

人）
世帯）
人）

30
29
24

（　〃
（　〃
（　〃131人

合計１，９３４人
1，200世帯

990人
944人

令和7年
6月末現在
令和7年
6月末現在

四
季
の
歌

四
季
の
歌
短
歌
を
楽
し
む
仲
間
を

募
集
中
！

一
緒
に
短
歌
を
詠
ん
だ
り
、鑑
賞

し
ま
せ
ん
か
？
初
め
て
の
方
も
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(

桑
原
：
電
話
3
3-

2
0
7
9)

喜
茂
別
短
歌
会

　

桑
原
博
美

三
間
恵
子

村
上
正
彦

佐
藤
百
合
子

松
岡
忍

時
間
忘
れ
草
取
り
を
す
る
遅
く
ま
で

　
沈
ま
ぬ
太
陽
今
日
は
夏
至
な
り

次
々
と
咲
き
く
る
る
花
撮
影
し

　
た
い
の
に
な
ぜ
充
電
切
れ
で

庭
仕
事
足
腰
弱
り
出
来
ぬ
身
に

　
出
来
な
い
妻
が
頼
れ
る
妻
に

短
冊
や
色
紙
沢
山
頂
き
て

　
早
速
筆
字
で
短
歌
を
書
き
た
り

ご
褒
美
は
駄
菓
子
屋
さ
ん
ね
苦
笑
い

　
今
歯
医
者
さ
ん
で
治
療
中
で
す

今月の
〇〇な日

8月19日（火）　「バイクの日」
　「バイク」の語呂合わせから、1989年に政府（総務庁交通安全対策
本部）が交通事故撲滅を目的に制定しました。バイクの安全運転啓発
と、二輪車の有用性や魅力を伝えるための日とされています。バイク
に乗る方は、楽しく安全に運転しましょう！

8 1 9

　救急当番病院　　農村環境改善センター　　鈴川集落センター　　ふれあい福祉センター
　町立クリニック　　笑み～な　　健康増進センター　　喜茂別町武道館　　ちびっこ広場
　倶知安文化センター　　　岩内町高台84-3☎0135-62-8373　　　留産管理棟
　町民公園パークゴルフ場　　　喜茂別中学校　　　喜茂別小学校　
　喜茂別保育所　　双葉克雪管理センター　　町民プール　　図書室　　町営球場

農
ク

保 双 プ 図 球

岩
中

留
笑 健 武 ち

鈴集 ふ

小
倶文
PG

救急当番病院日土 祝 倶知安厚生病院

8 月
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第27回　きもべつ夏まつりち

第27回　きもべつ夏まつりち

運転免許更新時講習倶文

しりべし弁護士相談（事前予約） 運転免許更新時講習岩 倶文

しりべし弁護士相談（事前予約） 運転免許更新時講習岩 倶文

しりべし弁護士相談（事前予約）岩

始業式中

始業式小

６月22日(
日)

陸上自衛隊倶知安駐屯地創立
70周年記念行事でパレードして
きたパラ！おともだちに会えて
うれしかったパラ♪

陸上自衛隊倶知安駐屯地創立
70周年記念行事でパレードして
きたパラ！おともだちに会えて
うれしかったパラ♪


